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論文内容の要旨

G-(globular) アクチンには 1 モルあたり l モルの ATP が結合しているが， 乙れに塩を加えて重合

させ F-(fibrous) アクチンにすると， ATP は ADP と Pi に加水分解される。 F- アクチンはミオシンと

結合してミオシンの ATPase 活性を促進し，筋収縮に必須の反応であるアクトミオシン型 ATPase を

発現させる。また， アクトミオシンの懸濁液に ATP を加えるとアクトミオシンは超沈澱をおこす。

本論文の Part-I ではアクチンの重合に伴う ATP の分解を H寸および Pi の遊離の測定lとより追跡

し，アクチンとヌクレオチドの結合様式，ならびに，アクチンのG・F 変換の機構について考察したo

Part-II では，葛西らの方法および Mommaerts の方法により調製した ADP なしの F- アクチンを用

い， deoxy-ATP を基質として，アクチンとミオシンの相互作用を調べて，アクトミオシンの超沈澱と

アクトミオシン型酵素活性との関係，および F- アクチンに結合した ADP の生理的意義について検

討した。

Part-1.アクチンの重合に伴い遊離される H十の量の pH 依存性は，ミオシンにより ATP を加水分

解した時のそれとよく一致したo H十の遊離の時間経過と，粘度の増加，および，過塩素酸で反応を

止めて測定した Pi 遊離の時間経過とは一致しなかった。以上の結果から ， (i) アクチンに結合したヌ

クレオチドの末端のリン酸鎖は常に溶媒と接した状態にあることが結論され， さらに， (ii) アクチン

の重合反応における新しい中間体の存在が想像された。

Part-II. Deoxy-A TP はアクチンと結合しないにもか〉わらず，筋原繊維の収縮，アクトミオシンの

超沈澱，および，アクトミオシン型酵素活性をひきおこす。葛西らの方法で ATP を除いた G- アク

チンに塩を加えて重合させて得た ADP なしの F- アクチンは， ミオシンとほとんど結合せず，ミオ

シンの deoxy-ATPase を促進する機能を持っていなかった。しかし，この F-アクチンとミオシンから

合成したアクトミオシンは， deoxy-ATP により超沈澱をおこしたo Mommaerts の方法により F・アク
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チンから直接 ADP を除去して得た ADP なしの F- アクチンは，ミオシンと結合し，アクトミオシン

型deoxy-ATPase を現わし， また， deoxy-ATP による超沈澱もおこした。以上の結果から次の三つの

結論が導かれた口 (i) 従来，筋収縮のモデルと考えられていた，アクトミオシンの超沈澱は，アクト

ミオシン型酵素活性を必要とせず，筋収縮とは異なる機構でおこる。 (ii) 葛西らの方法による ADP

なしの F・ァクチンから， ミオシンとの結合能力や， ミオシンの deoxy-ATPase 活性を促進する能力が

失われたのは， ADP を除いた直接の結果ではなく，比較的不安定な G・アクチンから ATP を除くこ

とによるアクチンの構造変化に由来する。 (iii) ドアクチンの ADP は，筋収縮の反応に直接関与して

いない。

論文の審査結果の要旨

f1J:î収縮には蛋白質ミオシンおよび ATP とともにアクチンの存在することが必要なことはよく知ら

れている。 アクチンは分子量約 6 万で l モノレ当り 1 モノレの ATP を合み，塩を加えると重合し(重合

したアクチンは F- アクチンと呼ばれる) ，乙 ω際 ATP は ADP と Pi ~こ加水分解される。常盤君の研究

はこのアクチンの重合反応の機構を解明し，さらに F- アクチンと結合した ADP の生理機能を明らか

にする目的で行なわれたものである。 F- アクチンに結合した ADP が筋収縮に際してどのような役'81]

をするかについては近年多くの研究者によって論ぜられてきたが，それらはほとんど実験的根拠ωな

い論議であった。常盤君はまず deoxy ATP は ATP と全く同じ作用を収納系に対してするにもかかわ

らず ATP とは異なりアクチンと結合しないことを示した。そこで常撚沼-は F- アクチンから ADP を

とり去り，乙の ADP を含まぬ F- アクチンとミオシンおよび deoxy ATP との反応を研究した。その

結果 F- アクチンの生理機能に ADP は直接関与していないことが明確になった。 この結果は米国の

Barany らと同時に独立に得られたもので筋収縮の機構解明に重要な研究であるとして広く認められて

いる。常盤君はまたアクチンの重合に伴う H寸濃度の変化を測定し， アクチンと結合している ATP

および ADP のリン酸は常に溶媒と技していることを結論するとともに，アクチンの重合反応の機構

に対しても新しい知見を得た。

以上のように常盤君のアクチンについてのこれらの研究は，筋収縮の機構解明に対して貴重な知凡

を lチえたものであり，乙の論文は理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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